
■ＡからＥの５段階で評価し，採点については，配点に下記の率を乗じて算出する。

　　Ｄ：物足りない→配点×０．２　　Ｅ：劣っている→配点×０．０
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合　　計

合　　計 100

函館市中学生学習支援等事業プロポーザル評価基準

・　必要な経費が適切かつ効率的に積算されているか。

２　事業の実施体制について

・　事業を適切に実施できる人員配置となっているか。実際に運営責任者となる方はどのよう
 な方か。資質向上の取組みがなされているか。（人員配置や資質向上の方法）

・　学生ボランティア活用について検討されているか。資質の確保に配慮されているか。（学生
 ボランティアの活用）

20

３　企画提案事業者の事業遂行能力について 20

・　子どもへの学習支援や相談支援の取組み状況から，本事業に必要な支援ノウハウ等を有
 しているか。（本事業に類似する事業の実施状況）

・　事業実施場所および事務所設置場所など地域特性や支援ニーズを適切に把握できてい
 るか。（事業実施の基本的な方針）

４　所要経費の積算について

（別紙評価基準）

　　Ａ：優秀である→配点×１．０　　Ｂ：満足である→配点×０．８　　Ｃ：平均的である→配点×０．５

評価の視点

１　総合的な企画力（具体性）について

評価項目
配点
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・　効果的・効率的な実施方法となっているか。（事業の実施方法）

・　個々の支援対象者の状況に応じた効果的な支援を実施できるか。（具体的な支援の方法）

・　連携の具体的な取組みが示されているか。学校等との連携に配慮されているか。（関係機
 関や関連事業との連携方法）

・　独自性・創造性に工夫のある企画となっているか。（独自性・創造性）

・　函館市との円滑な連携に配慮されているか。（行政との連携方法）


